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神戸市中央区山本通1-7-7(北野坂）
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フェイクムートン

ニッh_一

ＤｅａｒPrincess
ショップ。リスト
（京阪神地区）

三宮店

壷078-391-3918

元町店
公078-322-0761

さんちかタウン店
壷078-331-1331

大丸梅田店
壷06-6343-414o

阪急三番街店
逓06-6372-16-11

エストー1店

公O6-6372-3357

心斎橋OPA店
訟06-6282-8O36

なんばClTY店
盆06-6644-2899

ラ･セレナ店

窓06-6625-2453

四条河原町阪急店
Z盃075-211-6222

撮影／米田英男
ﾓデﾙ／樋口理英
（神戸松蔭女子学院ロ回生）

撮影憾力／海岸ピルヂング

三
一

『』
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⑤瞳H1ERpuP
神戸市中央区布引町1-1-10
垂(078)222-3641(代）
htfp2ﾉ7wwwJsmgroup･ＣＯ,jｐ
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大丸梅田店11階ブライダルサロン

鯵Ｄ、lMARUUMED'ヘ
phone:(06)6344-5536

愛
の
ハ
ー
バ
ー

十字架の向こうに幸せの海が広がるチャーチ
ガラス越しに広がる海「Sea｣、無限にひろがる青い空「Sky｣、マに－組一組の個性と願いに合わせた、世界にただひとつしかな

そして祝福と永遠の誓いを込めた「Spi｢it｣。３つのＳを起源に、い挙式の実現をサポートさせていただくことが、私達、ブライダ
神戸港の見える最高のロケーションの中、幸せの無限な広がりをルプランナー、チャーチアテンダーの思いです。さえぎることの

ない海と空に果てしない幸せを願う、安らぎとあたたかみに満ち

たこの空間から、新しい人生の第一歩がはじまります。

八一パートライズチヤーチ〈予約センター＞

〒650-0044

神戸市中央区東川崎町1丁目8番1号プロメナ神戸10Ｆ
（旧オーガスタプラザ）

ＴｅＬＯ７Ｂ－Ｂ６１－７２２０Ｆａｘ･Ｏ７Ｂ－３６１－７２２５

ＵＲＬ=http://www.t｢i-s,gIjpE-maI|＝harbor@t｢i･s､9叩

願うチャーチとして「八一ノートライズチャーチ」は誕生しました。

｢すべてのカップルにそれぞれのストーリー蝋夢、挙式を」をテー
ト
ラ
イ
ズ
チ
ャ
ー
チ

☆Kb6eWmg“加９

ＨＡＲＢＯＲＴＲＩ－Ｓ〔ＨＵＲ〔Ｈ

＜ご予約お問い合せ先＞

大丸神戸店B階ブライダルステーション

鯵ＤﾍlMARUKoBE
phone:(078)333-2371

海と空の見えるチャーチ

塵謹鰯握_し瞳霊q；
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★よろず御槻衣縫上虚

神戸ﾐﾉｬﾘﾉ
神戸市中央区三宮町3丁目１－６TEL,331-2168

ハイカラの伝統を生かした

ダンディな紳士シャツづくりを！

開港都市ＫＯＢＥの居留地から生れたダンディな紳士服

に合わせた神戸シャツ独自のシャシづくり。ファッシ

ョン都市神戸30周年のライフスタイル展に選ばれた

幸せを、これからもハイカラの伝統を生かして、職人

の粋を守って参りたいと思います。

図

ﾌｱﾂｼｮﾝ美術館｢神戸ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ展｣の
神戸シャツコーナーで河崎保社長

＝

ノ

日
廃
ｌ

罪
祁
一
函
。

I

＝

塁
瀧

年
嘩
榊
誇
欝
鑑
識
驚

訓
儒
稚
誕
嗣
海
識
鈍
》
鍵
勢

縦
岬
》
呼
州
畔
唖
》
“
》
》

、
／
搾
恥
額
畦
峠
筆
神
率
雌
極

、
招
涯
撤
榊
糎
娠
仮
睡
わ
示
遜

ア
田
山
り
留
、
さ
切
ラ
神
さ

う
岩
評
電
賑
隷
獅
謎
恥
排
趣

一君一

2004年秋ロック･フィールド新･神戸ファクトリー竣工

株式会社ロック・フィールド

〒658-0024神戸市東灘区魚崎浜町27-40

http〃ｗｗｗ･rockfield.c◎.』pノ
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之
皇、

元
町
一
番
街
に
９
月
３
日

“
フ
ァ
ミ
リ
ア
元
町
本
店
”
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
子

供
連
れ
の
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
三
世
代
仲
良
く
、

待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
つ

め
か
け
た
。

一
九
五
○
年
の
創
業
当
時
か

ら
今
も
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

子
供
た
ち
に
と
、
一
番
大
切
な

も
の
は
何
か
を
作
り
続
け
て
来

た
伝
統
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ァ
が
、

百
三
十
年
を
迎
え
る
元
町
通
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
的
な
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
、
そ
の
オ
ー
プ
ン
は

新
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

岡
崎
晴
彦
社
長
を
始
め
、
創

設
者
の
坂
野
淳
子
さ
ん
も
若
々

し
く
、
お
し
ゃ
れ
に
店
頭
で
お

客
さ
ま
を
迎
え
ら
れ
、
さ
す
が

フ
ァ
ミ
リ
ア
と
風
格
充
分
。

一
・
二
階
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ロ
ア
。
シ
ン
プ
ル
で
か
つ
楽

し
い
夢
の
あ
る
着
心
地
よ
い
セ

レ
ク
ト
ス
ペ
ー
ス
。

遊
び
場
が
思
い
が
け
な
い
と

こ
ろ
に
あ
っ
て
、
こ
れ
も
新
し

い
シ
ョ
ッ
プ
の
楽
し
さ
。
三
階

は
キ
ッ
ズ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
自
由

に
遊
べ
る
子
供
部
屋
。
そ
し
て

ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
と
、
ぜ
ひ
フ
ァ

ミ
リ
ア
ヘ
・

■
元
町
一
丁
目

公
０
１
２
０
１
０
７
８
‐
３
３
９

営
業
時
間
柏
時
～
６
時
釦
分

▲左上坂野淳子会長(中央）

一一害

彦社長

５

●
め 凸顕

§

フ
ァ
ミ
リ
ア
元
町
本
店
リ
ニ
ュ
ー
ァ
ル
オ
ー
プ
ン

声
一

毎す唾団

一宇

ト
ー
餌

１ ．劃１
噺一
ざ－

，％１、、

▲岡崎晴

臓

胆，
L

野

座』

謹露Ｉ
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が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
人
道
と
博
愛

の
精
神
で
奉
仕
す
る
」
と
い
う
赤
十
字

の
基
本
理
念
は
不
変
で
、
新
し
い
病
院

は
こ
れ
を
実
践
で
き
安
心
し
て
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
施
設
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
医
療
技
術
の
進
歩
が
日
進

月
歩
の
現
在
で
す
が
、
赤
十
字
の
基
本

理
念
に
基
づ
く
医
療
の
基
本
姿
勢
は
永

遠
に
不
変
だ
と
思
い
ま
す
。

ｌ
こ
の
病
院
の
ロ
ビ
ー
は
．
ど
こ
か

の
ま
ち
に
来
た
よ
う
な
楽
し
い
印
象
を

受
け
ま
す
ね
。

小
川
こ
れ
ま
で
の
病
院
は
、
ほ
と
ん

ど
が
真
っ
白
で
あ
ま
り
何
も
イ
メ
ー
ジ

し
て
つ
く
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に

ｌ
ｌ
Ｊ
ｗ
剛
叩
ｖ
ｊ
，
Ｆ
Ｉ
Ｌ

６

ｌ
医
学
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い
ま

す
が
、
神
戸
赤
十
字
病
院
は
ど
の
よ
う

な
感
じ
で
す
か
。

小
川
私
が
持
っ
て
い
た
赤
十
字
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
と
も

に
従
軍
看
護
婦
さ
ん
の
姿
が
ま
ず
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
父
親
が
傷
病
軍
人
療
養

所
の
医
師
を
し
て
い
て
、
看
護
婦
さ
ん

が
戦
地
に
行
く
姿
を
見
て
、
カ
ッ
コ
イ

イ
と
思
っ
た
こ
と
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。

危
険
も
か
え
り
み
ず
人
に
奉
仕
す
る
姿

に
は
誰
も
が
感
動
し
、
期
待
す
る
も
の

テ
ー
マ
は
「
神
戸
の
光
と
風
」

明
る
く
安
心
で
き
る
病
院
つ
く
り

閥
需
雑
報
一
瀞
鞠
雛
龍
罰
窯
霊
雲

り
や
目
指
す
と
こ
ろ
な
ど
小
川
恭
一
院
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

ＨＡ~「
ネ串戸
シリーズ<1＞

i△Ｉi△Ｉ

が

兵庫県災害医療ｾﾝﾀー の幹部と打ち合わせを行なう小川院長

小川恭一(おがわきょういち）
1935年生まれ｡1960年神戸医科大学卒業｡65年､大学院修了。
兵庫県立こども病院胸部外科主任医長､神戸大学医学部助教授、
兵庫県立姫路循頚器病ｾﾝﾀｰ心臓血管外科部長を経て､94年兵
庫県立こども病院長就任。

99年兵庫県立姫路循環器病センター院長就任。
02年神戸赤十字病院長就任。

思
い
ま
す
が
、
以
前
に
勤
務
し
て
い
た

兵
庫
県
立
こ
ど
も
病
院
は
船
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
新
し
く
つ
く
る
の
な
ら
、
何
か
神

戸
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
べ
き
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
最
終
的

に
は
、
爽
や
か
な
「
神
戸
の
光
と
風
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
木
村
千
尋
さ
ん
と
い
う
心
理
学
者
で

も
あ
る
女
性
で
す
。
女
性
の
感
覚
が
や

さ
し
さ
を
求
め
る
病
院
に
ぴ
っ
た
り
し

た
と
思
い
ま
す
。
ロ
ビ
ー
に
あ
る
片
岡

真
太
郎
画
伯
寄
贈
の
絵
も
明
る
く
や
さ

し
さ
の
あ
る
絵
で
、
神
戸
ら
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
は
世
界
に
向
か
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を

I晩
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脳
神
経
疾
患
、
連
動
器
疾
患
に
対
す
る

急
性
期
医
療
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
専
門
的
な
急
性
期
の
治
療
を
受
け

て
も
ら
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
家
庭
ま

た
は
地
域
の
施
設
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
目
的
で
地
域
医

療
連
携
室
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ソ
シ
ア

ル
ワ
ー
カ
ー
を
中
心
に
、
医
療
の
こ
と

以
外
に
医
療
費
な
ど
経
済
問
題
、
家
庭

の
こ
と
、
地
域
で
の
医
療
や
在
宅
医
療

の
こ
と
な
ど
の
相
談
に
の
り
、
地
域
の

機
関
と
連
携
を
と
り
、
退
院
後
も
一
貫

し
た
医
療
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
医
療
者
や
地
域
の
住
民

の
方
に
対
す
る
教
育
研
修
も
重
要
な
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
者
の
研

修
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
方
だ
け
で
は

な
く
、
世
界
中
か
ら
の
医
療
関
係
者
の

受
け
入
れ
が
出
来
る
よ
う
、
病
院
の
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

自
然
の
手
助
け
が
医
療
の
本
来
の
姿

１
１
復
興
加
年
を
迎
え
る
神
戸
の
街
に
、

▽

ー 発
信
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た

街
で
す
の
で
、
こ
こ
に
こ
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
持
っ
た
病
院
が
で
き
た
こ
と
を

喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
ど
も
病
院
で
は
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
音
楽
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
病
院

で
も
楽
し
い
催
し
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
安
心
と
信
頼
が
得

ら
れ
る
よ
う
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
病
院
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
使
命
で

す
が
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
も
と
も
に
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
新
し
い
施
設
と
し
て
目
指
し
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

小
川
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に

災
害
医
療
や
救
急
医
療
に
も
関
わ
り
ま

す
が
、
赤
十
字
病
院
と
し
て
の
本
来
の

業
務
も
大
切
で
す
。
産
科
と
精
神
科
以

外
の
全
科
が
あ
る
病
院
と
し
て
、
地
域

の
医
療
機
関
及
び
、
地
域
の
人
々
の
た

め
に
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
成
人
病
を
主
体
に

専
門
性
を
い
か
し
た
高
度
医
療
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
病
院
で
は

特
に
悪
性
新
生
物
、
心
臓
血
管
疾
患
、

』Ｉ

ガｽ灯をイメージした照明や優しい色あいの待合室

Ｒ曙

ｉ､1二
画

神戸赤十字病院

神戸市中央区脇浜海岸通1-3-1
盃078-231-6006(代）

７

何
か
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
あ
れ
ば
お
願
い

し
ま
す
。

小
川
神
戸
に
は
、
も
と
も
と
明
る
く

お
酒
落
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
神
戸
に
は
神
戸
ら
し
い
セ
ン
ス
の

よ
さ
と
い
う
独
自
の
個
性
が
あ
り
ま
す
。

神
戸
の
人
は
こ
れ
を
も
っ
と
自
覚
し
て
、

自
信
を
も
っ
て
世
界
に
向
け
て
発
信
し

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
に

関
し
て
は
、
病
院
も
も
っ
と
お
酒
落
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
最
後
に
ポ
リ
シ
ー
ば
ど
を
教
え
て

下
さ
い
。

小
川
医
療
を
行
う
に
も
自
然
の
摂
理

に
従
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
治
療
後
、

病
気
が
良
く
な
っ
て
い
く
の
は
、
自
然

に
治
癒
す
る
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
医
療
は
自
然
と
協
力
し
て
病
が

治
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
こ
と
だ
と
い

う
考
え
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ポ
リ

シ
ー
と
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
桃
花
流
水
杏
然
と
去
り
》
別
に
天
地
の

人
間
（
じ
ん
か
ん
）
に
非
ざ
る
有
り
」

と
い
う
李
白
の
詩
が
好
き
で
す
ね
。

ー＝、１－
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岩〔
一
‐

祝
！
Ⅲ
月
３
日
（
綱
）
神
戸
・
三
宮
午
後
２
時
Ｖ
パ
レ
ー
ド
決
定
！

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
！

星
野
監
督
胴
上
げ
！

虎
旧
年
ぶ
り
に
頂
点
長
ら
く
お
ま
た
せ
し
ま
し
た

２
０
０
３
年
９
月
幅
日
阪
神
甲
子
園
球
場

写真提供：デイﾘースボーツ

髄

８
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●三越神戸店(昭和47年７月）

ＳＥＣＯｊＶ５ＤＣＯ１/ｚＩＲ

これは神戸を愛する人々の手帖です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です。

撮影／米田定蔵
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壁

１１

腿

０

銀喝

■

零I、

一

Ｆ
」

』

．
ご
国
邑
感
電
飛
銅
型

〆

一
一
一麺

石井れな
くヴァイオリニスト〉

－未来を奏でる
若き演奏家÷－

1０

幼
い
時
か
ら
音
楽
に
溢
れ
た
環
境
に
育
ち
、
３
チ
音
楽
院
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
教
授
）
、
ヒ
ョ

歳
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
た
。
小
・
中
学
校
Ｉ
・
カ
ン
氏
（
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
教
授
）
に

と
、
毎
日
新
聞
社
主
催
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
師
事
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
学
生
生
活
を
有
意
義
に

お
い
て
入
選
し
た
頃
よ
り
目
標
を
持
っ
て
レ
ッ
ス
過
ご
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
ア
メ
リ
カ
特
有

ン
に
励
み
、
高
校
生
の
部
で
は
西
日
本
大
会
第
１
の
、
他
人
の
こ
と
に
は
余
計
な
干
渉
は
し
な
い
と

位
を
受
賞
す
る
。
兵
庫
県
立
西
宮
高
校
音
楽
科
入
い
う
自
由
な
個
人
主
義
の
気
風
の
中
、
解
放
さ
れ

学
後
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ッ
セ
氏
（
元
ゲ
バ
ン
ト
ハ
た
心
で
音
楽
を
学
ぶ
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
。
こ

ウ
ス
管
弦
楽
団
第
一
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）
、
ル
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
で
研
鐙
を
積
み
博
士
号
ま
で
取

イ
ス
・
カ
プ
ラ
ン
氏
（
ジ
ュ
リ
ア
ｉ
ド
音
楽
院
教
授
）
得
し
、
将
来
は
指
導
者
と
し
て
の
道
を
進
み
た
い

の
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
受
講
生
に
選
ば
れ
る
。
２
０
と
希
望
は
ふ
く
ら
む
。

０
０
年
東
京
音
楽
大
学
に
入
学
す
る
が
、
１
年
後
ま
つ
す
ぐ
に
未
来
を
み
つ
め
た
意
思
の
強
い
ま

渡
米
。
オ
ハ
イ
オ
州
立
シ
ン
シ
ナ
チ
音
楽
院
に
授
な
ざ
し
は
、
音
楽
に
対
す
る
思
い
か
ら
だ
ろ
う
。

業
料
全
額
免
除
及
び
奨
学
金
を
得
て
入
学
し
２
年
硬
く
丸
み
を
帯
び
た
指
先
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
の

が
経
っ
た
。
深
い
情
熱
を
物
語
っ
て
い
る
。
〈
山
本
〉

現
在
は
、
ウ
ォ
ム
ビ
ン
・
イ
ム
氏
（
シ
ン
シ
ナ
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端
正
な
顔
立
ち
に
爽
や
か
な
語
り
口
、
さ
す

が
に
神
戸
出
身
だ
け
に
ハ
イ
扇
子
（
拍
手
）
。
大

学
時
代
は
も
ち
ろ
ん
落
語
研
究
会
に
所
属
。
学

内
外
で
精
力
的
に
活
動
し
、
芸
に
磨
き
を
か
け

て
き
た
。
落
研
時
代
の
名
は
『
珍
遊
軒
お
そ
松
」
。

持
ち
ね
た
の
多
さ
と
噺
の
う
ま
さ
は
関
西
き
っ

て
と
の
定
評
が
あ
っ
た
。

卒
業
後
の
進
路
は
当
然
『
落
語
界
に
入
る
」

こ
と
。
姫
路
濁
教
大
学
法
学
部
在
学
中
よ
り
、

笑
福
亭
仁
智
師
に
入
門
し
卒
業
後
３
年
間
の
修

行
を
積
ん
だ
。
ま
だ
ま
だ
プ
ロ
の
落
語
家
の
第

一
歩
を
歩
み
始
め
た
ば
か
り
だ
が
、
ひ
と
た
び

舞
台
に
立
て
ば
毎
回
お
客
さ
ん
と
の
真
剣
勝
負

が
待
っ
て
い
る
。
短
い
時
間
で
心
を
つ
か
み
、

笑
い
の
世
界
へ
引
き
ず
り
こ
む
手
腕
は
圧
巻
だ
。

.｡餌淫一』・
‐'今'

LL
’１

ＣＣＣＣ

ちのすけ

笑福亭智之介
く落語家〉

一新時代の実力派旗手一

丑

灯台

追
亜＝

閃

な
に
わ
ば
な
し
か
み
な
り
亭
に
て

“
遅
一

Ｅ
「
蜂
－
４
い

》
＃
Ｉ
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
一

小
学
生
の
こ
ろ
は
マ
ン
ガ
家
志
望
。
面
白
い

こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
ユ
ニ
ー
ク

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ど
ん
ど
ん
浮
か
び
、
絵
も
す

ら
す
ら
と
描
け
て
い
た
。
マ
ジ
ッ
ク
に
も
興
味

を
も
ち
、
中
学
の
時
か
ら
本
格
的
に
始
め
、
お

こ
ず
か
い
が
手
品
の
た
れ
に
消
え
、
マ
ジ
シ
ャ

ン
に
な
ろ
う
と
真
剣
に
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

将
来
は
神
戸
を
拠
点
に
、
得
意
の
マ
ジ
ッ
ク

を
取
り
入
れ
た
新
作
落
語
に
も
挑
戦
し
、
自
分

ら
し
さ
を
表
現
で
き
る
舞
台
に
立
ち
た
い
と
語

る
。
今
日
も
ま
た
上
方
落
語
界
の
ホ
Ｉ
プ
は
軽
快

な
出
離
子
に
の
り
、
損
爽
と
登
場
す
る
。

〈
山
本
〉
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、

日

画' ､ゴ

、

↑
兵
庫
県
い
け
ば
な
憾
会
創
立
釦
周
年
記
念
総
会
が
、
９
月
７
日
神
戸
国
際
会
議
場
で
行
な
わ
れ
た
。
総
会
後
は
、
エ
ジ
プ
ト
調

査
で
有
名
な
早
稲
田
大
学
教
授
・
吉
村
作
治
さ
ん
の
講
演
会
が
。
写
真
下
健
同
日
の
第
個
回
兵
庫
県
い
け
ぱ
な
芸
術
文
化

振
興
会
溌
ひ
ょ
う
ご
．
い
け
ば
な
の
集
い
。
兵
庫
県
公
館
で
い
け
ぱ
な
展
も
優
雅
に
。

〒Ｔ

１

鐘
｡＝

〒Ｔ

ｐｊＷ４

§､､恩３

曇生

害

Ｅ里

Wャ

↑ＫＯＢＥホテル6社会が主催する｢第４回グランシェフ6人の饗宴｣が､９月2日新神戸オリエンタルホテ
ルで開催｡神戸の6ホテルの総料理長が共同で創作したデイナーコースの晩餐会｡収益は(財)日
本ユニセフ協会へ寄付される｡同協会兵庫県支部評溌員･吉川憲子さんがあいさつ(写真右下）

第４回ゲﾗﾝｼｪﾌ6人の饗宴

↓
鯉
川
山
手
ま
ち
づ
く
り
会
（
施
蓮
華
会
長
）
の
総
会
が
、
９
月
９

日
鯉
川
筋
の
「
か
じ
き
」
で
開
催
。
柘
名
が
集
ま
り
大
盛
況
。
高

田
昇
先
生
の
講
演
も
共
催
。

罰

潟

＝忌一鍔一室翌'～
魁F等多

寿
軍
］
『
恥
恥
ｒ
‐

Ｒ

鵜

弛
勺
弛
勺

脳脳

&
量≦言

一一▼

;､;孫

血垂

↑
↓
１
９
６
０
～
加
年
代
を
中
心
と
し
た
国

内
外
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー
が
集
結
し
た

「
大
阪
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー
シ
ョ
ー
２
０
０
且

が
、
９
月
科
・
朽
日
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
。
目
玉
は
ト
ヨ
タ

２
０
０
Ｏ
Ｇ
Ｔ
（
写
真
上
）
。壷鶴雲

今Ｐ

Ｒ§ｉ

メ

臣

量≦言

鵜
弓
ご
》
⑤

弓
ご
》
⑤

ｌ
僕

影一躯 １，
１Ｌ

ｂ

雛
Ｐー
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＝－，鐙

1３

＝字

iｊ２Ｊ ↑
生
田
薪
能
が
、
９
月
即
日
生
田
神
社
本
殿
で
開
か
れ
、

矢
田
立
郎
神
戸
市
長
蕊
指
揮
者
・
朝
比
奈
千
足
氏
に

よ
る
火
入
れ
式
。
そ
し
て
演
能
は
「
天
鼓
」
が
幽
玄
の

世
界
へ
誘
っ
た
。

旬q

ｊ

勉

Ｆｙ
『主

里

ノ
U

鯉
一
Ⅲ

蝋鍵Ｘ脚毒
調！』A望ｒ

とＥ王薪能,……………原,ﾘ証月22.23日神戸ボー ﾄピアホテルで開かれ､神戸の食文化の粋を披露した。

↑
三
宮
中
央
通
、
元
町
一
番
街
・
三
番
街
が
、
神
戸
市
か
ら

新
た
に
景
観
形
成
市
民
条
例
の
認
定
を
受
け
た
。
景

観
を
守
る
た
め
に
付
近
の
商
店
や
住
民
が
配
慮
す
る

と
い
う
市
民
条
例
の
認
定
（
神
戸
市
役
所
に
て
）
。

↑
神
戸
二
紀
会
の
瀬
戸
和
夫
さ
ん
が
還
暦
を
迎
え
、
元
町

画
廊
で
８
月
副
～
配
日
、
力
作
を
披
露
。
こ
だ
わ
り
の

幻
想
的
な
回
想
シ
ー
ン
は
迫
力
十
分
。

●コウベスナップ

０

鶏

匠

ノＪ

１■
■

Ｆ
ｒ

【

↑
神
戸
ブ
ー
タ
ン
協
会
の
総
会
が
９
月
５

日
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
、
中
島
龍
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

ザ
腹
而

Ｉ

得'零脱

グ
ル
メ

フ
エ
ス
タ

１

討

↓
津
田
仁
子
さ
ん
（
神
戸
二
揮
珪
事
が
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
で
２
０
０
～
３
０
０
号
の
大
作
を
中
心

に
個
展
を
開
催
。
人
形
た
ち
が
間
の
世
界
で

遊
ぶ
数
々
の
作
品
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
。
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